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３．今回の災害による復旧への影響（概要） 

○河川の氾濫や堤防の決壊により，広島県三原市本郷地区や岡山県倉敷市真備地区で
広範囲に浸水しました。（復旧作業は退水後に実施） 

○広島県南部を中心に土砂崩れ等が５千箇所以上で発生したため，立入り困難な箇所が
多数あり，被害状況の把握および復旧に時間を要しました。 

○交通網が広範囲に麻痺したことにより被害箇所への移動等，初動対応に大きな影響
を受けました。 

○なお，記録的な猛暑と重なり過酷な作業環境となりました。 
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広島県呉市蒲刈地区 

（広範囲な浸水箇所） 

岡山県倉敷市真備地区 

（大規模な土砂崩れ） 
【参考】 







（参考）電源車による応急送電状況 
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他電力の応援作業（２） 運転監視の様子 

他電力の応援作業（１） 
 

他電力 

中部 １９台 

北陸 ６台 

関西 ８台 

九州 ３０台 

小計 ６３台 

当社 ２３台 

合計 ８６台 

電源車台数 



５．主な設備被害と復旧対応（土砂崩れ等） 
○広範囲に多数の土砂崩れ等が発生したことで復旧の長期化が見込まれたため， 
自治体等とのより密接な連携により早期復旧に向けて取組みました。 

（具体的な取組み） 
・自治体との協定に基づく窓口明確化と停電状況の情報共有 
・土砂等の撤去に係わる自治体等との緊密な連携 
・重要施設（行政無線，水道設備等）の早期復旧に向けた工程調整 
・国土交通省中国地方整備局殿，ＮＥＸＣＯ西日本殿の協力による通行 
可能道路の早期把握と高速道路の優先走行 
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岡山県高梁市備中地区 広島県呉市安浦地区 

（土砂崩れ等による被害箇所） 【参考】 



（参考）復旧作業の様子 
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断線した高圧線を接続する様子 

高圧線に倒れた木を伐採 

復旧方法を選定するための現地調査 

被災した家屋の漏電を調査する様子 



６．情報発信 

ＨＰで公開した設備被害・復旧作業の状況 ＦＢで公開した漏電調査の状況 

○記者会見を計５回（内１回は社長が会見）報道発表を計６８回実施しました。 
また，ホームページ（HP）のトップページに特設コーナーを設置し，計８０回情報 
発信しました。 

○Facebook（FB）も活用し，計１２回記事を投稿しました。 
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ＨＰの主な発信内容 

 報道資料 
 復旧作業の様子および設備被害の状況 
 被災者へのお知らせ（復旧見込み等） 

ＦＢの主な発信内容 

 当社の設備被害の状況 
 他電力からの応援の様子 
 当社の復旧作業の様子 
 被災者へのお知らせ（復旧見込み等） 



７．今回の災害を踏まえた課題と対応策 

○豪雨災害という特殊性も踏まえ，送配電カンパニー長を委員長とする社内検証 

 委員会を立上げ，主に次の項目について必要な見直しを検討し，対応策を確実 

 に実施することで安定供給に向けた体制強化に努めてまいります。 

（具体的な検討項目） 

・被害状況や復旧に係わる正確かつ迅速な情報収集 

・土砂等の障害物撤去に係わる自治体等との一層の連携強化 

・ホームページやＳＮＳ等を活用したより積極的な情報発信 

・復旧対応の長期化に備えた支援体制の強化 

電源車の燃料調達・補給体制の早期確立 

水・食料等の安定確保 等 

・地域特性に応じた設備への対策 
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